
多文化理解交流教育プログラム

○多言語現地研修

-ベトナム語研修-

OSP2012-05 ベトナム社会科学院（ベトナム）
ベトナム社会科学院社会学
ショートプログラム
【PreSEND】

2月 文学部・文学研究科

-中国語研修-

OSP2012-01 浙江大学（中国）
中国語・中国文化研修、学
生交流

3月 国際交流センター

OSP2012-02 国立清華大学（台湾）
中国語研修・台湾文化研
修、学生交流

3月 国際交流センター

-韓国語研修-

OSP2012-03 延世大学（韓国）
韓国語・韓国文化研修、学
生交流

3月 国際交流センター

-英語研修-

OSP2012-04 ハワイ大学マノア校（米国）英語研修 2月3日～2月24日 文学部・文学研究科

○国際学生交流・ワークショップ

OSP2012-06 国立政治大学（台湾）
国立政治大学応用哲学プロ
グラム

2月 文学部・文学研究科

OSP2012-07 チュラロンコーン大学（タイ）
チュラロンコーン大学
ショートプログラム

2月 教育学部・教育学研究科

OSP2012-08 タマサート大学（タイ）
タマサート大学ショートプ
ログラム

2月 経済学研究科

（原稿準備中です。）

（原稿準備中です。）

このショートプログラムは、文学研究科での授業（社会学演習）の成果をベトナムの学生と研究者に紹介
し、意見交換を行うものです。社会学演習では、データ分析法を学んだが、日本における価値変容を主題と
して、分析をしてきました。そこで、ハノイとホーチミン市 を訪問し、宗教、人間関係、家族、教育、
等々に関する価値観がどのようなもので、どう変化してきたかを各参加者が分析・紹介し、それ をもとに
ベトナムの学生や研究者と意見を交換しました。

京都大学学部生・大学院生を対象として募集・選考を行っています。専攻は問いません。参加学生には、意
思疎通が可能な中国語能力、交流への充分な意欲と文化への深い関心を有することが求められます。２週
間、浙江大学の提供する中国語コースでの語学学習のほか、浙江大学生との共同セミナー、浙江大学教員に
よる特別講座、博物館見学、太極拳等の体験、学生交流を通じて中国への理解を深めます。大学間学生交流
協定に基づく学費免除枠を設けています。

一年程度の中国語学習歴を有することを条件として、京都大学学部生・大学院生を対象として募集・選考を
行っています。専攻は問いません。交流への充分な意欲と文化への深い関心を有することが求められます。
２週間、国立清華大学の中国語コースでの語学学習、国立清華大学教員による特別講座、伝統芸術の見学、
フィールドワーク、台湾料理等の体験講座、学生交流を通じて台湾への理解を深めます。大学間学生交流協
定に基づく学費免除枠を設けています。

京都大学学部生・大学院生を対象として募集・選考を行っています。専攻は問いません。３週間、延世大学
韓国語学堂で各自の韓国語レベルに応じたクラスに編入し、韓国語学習を行います。その他に、韓国料理・
伝統楽器等の文化体験、韓国語で行われる通常講義の聴講、日本語学習者との交流、学生交流等を通じて韓
国への理解を深めます。費用は原則として自己負担ですが、各種支援を提供しています。

ハワイ大学マノア校での語学研修に参加するプログラム（2013年2月3日～2月24日）で、応募した学生から
23名が選抜されて参加しました。全参加者にTOEFLもしくはIELTSのスコア事前提出、帰国後の再受験を求
め、実施による語学力向上の効果を検証します。学生たちは、ホノルル市内の家庭にホームスティしながら
大学での語学研修に参加し、英語の運用能力を高めるとともに、同大学日本研究所の協力によって提供され
たアカデミックな講義にも参加し、SENDの実践力を高めました。
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多文化理解交流教育プログラム

OSP2012-09 啓明大学（韓国）
啓明大学会計学ワーク
ショップ

2～3月 経済学研究科

OSP2012-10 フィリピン大学（フィリピン）
フィリピン大学次世代ワー
クショップ【PreSEND】

3月 文学部・文学研究科

OSP2012-11
ライデン大学（蘭）ハ
イデルベルグ大学
（独）

ライデン大学ハイデルベル
グ大学院生交流プログラム

3月 経済学研究科

OSP2012-12 国立台湾大学・国立政治大学（台湾）
国立台湾大学・国立政治大
学会計学ワークショップ

3月 経営管理大学院

OSP2012-13 チュラロンコーン大学（タイ）
チュラロンコーン大学会計
学ワークショップ

3月 経営管理大学院

（原稿準備中です。）

（原稿準備中です。）

経済学研究科の東アジアコースを中心とする学生派遣・受入プログラムや教員交流を含む連携研究プログラ
ムの構築可能性を探るため、タマサート大学経済学部（BE）及び国際学部（PBIC）を訪問し、双方における
大学院教育の国際化に向けた取り組みについて交流しました。また、これに合わせてチュラロンコーン大学
経済学部及び人口学研究所、盤谷日本人商工会議所、国際交流基金バンコク日本文化センター、日本学生支
援機構（JASSO）タイ事務所、日本学術振興会（JSPS）バンコク研究連絡センターを訪問し、情報収集と意
見交換を行いました。本プログラムには教職員2名と経済学研究科及び公共政策大学院の大学院生3名が参加
しました。

会計学の教育・研究成果の国際交流を通じて、ASEAN+6諸国との相互理解を深めるとともに、国際的な発信
力を備えた将来性ある人材を育てることを目的としたプログラムです。今回は、韓国における会計系教育・
研究の拠点校の1つとされる啓明大学において実施します。会計学の領域において優れた業績を有し、かつ
英語で執筆された自著（著書，学術論文等）を有する正規学生を対象とします。世界展開力の強化事業の一
環として実施されますので、渡航費・滞在費は大学から支給されます。

フィリピン大学アジアセンターが主催する国際ワークショップ“Aging and Migration in Asia in the
21st Century”にて英語での発表を行い、関連テーマでの現地調査に参加します。日本の状況をアジアの状
況と関係づけて発表し、フィリピン大学およびアジア等の他大学（シンガポール大学等）から参加する学
生、研究者に知らせるPreSENDプログラムと位置付けています。参加者には英語発表や現地調査が可能な語
学能力を要求します。なお、本プログラムは、京都大学が開催してきた次世代グローバルワークショップを
モデルとして、京都大学が共催して実施するものです。

経済学研究科院生2名及び法学部学生1名を派遣し、蘭ライデン大学日本学科の大学院生、および独ハイデル
ベルグ大学「アジアとヨーロッパ」研究クラスターの大学院生と研究交流を行いました。また、ドイツでは
ハイデルベルグ大学の大学院生と一緒に企業見学に参加し、交流を深めました。これに合わせて、蘭ワーヘ
ニンゲン大学と独フランクフルト・ゲーテ大学にも訪問し、今後の連携可能性について意見交換を行いまし
た。
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